
組込みソフト
技術

半導体PoC
ソリューション

技術
電磁気設計
開発技術

精密ロボット
技術

材料基礎開発
技術

ハプティクス
センシング
技術

精密加工
技術

生産プロセス
設計技術 IATF

制御アルゴ
リズム開発

Xin1マイコン
技術

メカトロ・
モーションコン
トロール技術

搬送ロボット
技術

微細フォト
リソプロセス
技術

画像処理
アライメント
技術

レーザ加工
技術

自動化省力化
技術 ISO

Firmware化
技術

MCU/FPGA/
PCB設計

音響振動
解析技術

多関節制御
技術

熱設計・
熱交換技術

レーザ
センシング
技術

精密金型
技術 生産統合DX FMEA

機械学習と
生成AI

高圧半導体
検査技術

EMC解析
技術

技術の有機的結合 半導体
ソリューション 独自性と差異化技術の提供

アライメント
技術

電気磁気計測
技術

設備内製化
技術 FTA

シミュレー
ション技術

レーザ・光学
計測技術

技術戦略

研究所からビジネスを生み出す
　世界No.1の総合モーターメーカーである当社がさらなる
進化を遂げるためには、グループ全社の技術を集結させて
ビジネスクリエーターとしての姿を実現することが重要で
す。当社は京都府の精華町（けいはんな）と神奈川県の新川
崎に研究所を有していますが、これら研究所における活動
をより事業に近い領域で展開していきたいと考えています。
研究所が広い視野をもって事業と関わることにより、当社は
自立／自律成長を遂げ、一層高い業績・利益を上げること
ができます。
　自立／自律成長については研究所における人員のマイン
ドセットが重要な要素となります。研究開発に携わる人材に

はゼロ・トゥ・ワン、すなわちゼロから新たな事業を自分で生
み出すような経営者の目線を持ってほしいと考えています。
マインドセットを経営者の視座にまで高めるためには、自分
が研究している技術の周囲に注意を払わなければなりませ
ん。研究員各々が周りによく目を向けて、一つの技術がどれ
ほど多くの事業に関連し、ビジネスチャンスに繋がるのかを
常に模索することが肝要です。そうすれば研究開発の網（ウェ
ブ）がグループ全体に張り巡らされ、あらゆる技術と技術を
密接に、かつ有機的に結合させられるようになります。この
「複合技術の有機的結合」こそ強い技術集団であるNIDECグ
ループを実現するための土台になると考えています。

技術の有機的結合から 
コアコンピタンスを見出す
　NIDECグループを見渡せば、モータに関連する技術はも
ちろんのこと、要素技術やソフトウェア技術、センシング技
術、生産技術、さらには品質管理の領域に至るまで、もの
づくりに欠かせない様々な技術やノウハウが各社・各拠点
で培われてきたことが分かります。先述の通り、今後の研
究所に求められる役割はこれらの技術を俯瞰的な視野で
捉え、それぞれを有機的に結合することです。当社が今後
の市場環境において生き残っていくためにはモータという
コンポーネントやハードウェアの部分だけではなく、電子
制御などソフトウェアを含めた技術の集合体、すなわちシ
ステム全体でビジネスを進めていかなくてはなりません。
システムを開発する過程において、異なる技術と技術をよ
り深く効率的に結び付けようとする動きを通じて企業の独
自技術、つまりはコアコンピタンスが生まれると考えてい
ます。一つ一つの技術はありふれたものであっても、コア
コンピタンスによってまとめ上げられたシステムであれば
他社には簡単に真似できない完成度を誇ります。そうした
完成度の高いシステムは次なるビジネスを生むだけでな
く、社会課題の解決に寄与できる次世代の技術に繋がって
いきます。

利益を生み出す次世代技術を創造する

　モータと各種技術の有機的結合より抽出したコアコンピ
タンスを軸にして、NIDECグループは幅広い事業領域へとビ
ジネスを展開していくことが可能です。特に、今年の7月に
皆様へお示しした「循環型社会」の実現に向けた3要素、ま
たは5つの注力事業領域において新たなビジネスを生み出
していけると考えています。
　中でもAI社会を支えるための事業領域は重要です。今ま
さしくAI用のサーバー需要が拡大し続けていますが、AIの進
化と普及に伴い、これからはAIそのものがさらなるAIの需
要と高度なデータ処理を呼び込むと考えられます。それに
よってAIにまつわる事業領域は爆発的に成長していくと予
想されます。NIDECグループはAIの製造に欠かせない半導
体の検査技術やデータサーバー用の熱マネジメント技術を
有しており、今もすでに社会需要に応えたり課題を解決した
りしながら、これからのAI社会の発展に資する新たな技術
を研究・追求しています。
　このようにして我々が参入できる全ての市場の規模を合算
すると1,000兆円レベルになると想定しています。その内たっ
た数パーセントのシェアを獲得するだけでも、NIDECグルー
プが目標とする2030年度の売上高10兆円を実現するための
大きな一歩になります。今後のNIDECグループが「技術の
NIDEC」として一層の成長を遂げるために、我々研究所は会
社と社会両方の利益に資する技術を追求していきます。

専務執行役員 最高技術責任者
製品技術研究所担当、生産技術研究所担当、システム生産開発センター担当、けいはんなテクノロジーセンター業務部・知的財産部担当

戒田 理夫

強い技術集団である
NIDECグループを実現
―会社と社会両方の利益に資する技術を追求―

足元の課題解決から、利を生む次世代技術の創造へ

NIDECコアコンピタンスの有機的結合

注力課題

航空宇宙業界

医療業界

要素技術 半導体技術 微細加工
技術メカトロ技術 ソフト技術 生産技術モータ

関連技術
センシング
技術

QMS（品質管
理システム）

三次産業

半導体業界 車載業界 産業機械業界 IT・通信業界

高付加価値創造
ビジネスクリエーター  事業部門との連携

1  最先端製品開発の加速    2  新市場案件支援
3  E-Axleの生産開発の課題支援   4  生産性向上水平展開＋コストダウン戦略
5  技術・市場情報の分析強化   6  中長期開発テーマの深堀り
7  グローバル連携CTO横断技術検討の構築  8  ビジネスリスクの極小化
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